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清 水　英 明　様

『「土地の記憶」～生活と
　　地域文化の厚み～』

ロータリーソング

卓話

テーマ テーマ

新　入　会　員　入　会　式

フルート/三屋　風　様
ピアノ/加藤　俊裕　様

幹　事　報　告
増永　英彦　幹事
1.本日例会終了後、理事会を行いますので、理事役員の方は3階の事務所にお集ま
り下さい。　2.木村知行新入会員は、親睦活動委員会に所属、また、家庭会合は３
班に入っていただきます。　3.今後の予定・11月19日（日）は当地区第6組IM大会
です。参加登録済の出席会員は当日登録料5,000円を徴収させていただきます（釣
銭の無きようお願いします）。・11月24日（金）は、時間のみ変更の夜間例会（文化プ

ログラム）です。この例会は、外部の方に参加していただき、平素のロータリークラブを知っていただく機会
ですので、会員の皆様はできる限り出席していただきますよう宜しくお願い致します。

≪文化プログラム≫

酒井　雅憲　会長
　みなさんこんにち
は。本日は、木村知行
様をお迎えし、本年
度３回目の新入会

員の入会式ができたことを心から嬉しく思いま
す。新入会員を迎えましたので、今日は、２３
年前の２０００年に発刊されました「ＨＩＳ
ＴＯＲＹof ２６５０地区」に記載のあった当
地区の簡単な歴史をお話をしたいと思います。
　２６５０地区最初のクラブは、１９２５年
に京都ロータリークラブが設立され、２番目が
１９５０年の福井ロータリークラブ、県内では
その後１９５４年武生、１９５７年敦賀、そし
て１９５９年１０月に２１番目の鯖江ロータ
リークラブが設立されました。スポンサーは京
都ロータリークラブと武生ロータリークラブで
した。私の生まれた年なのでとてもご縁を感じ
ます。

会　長　の　時　間

田村　康夫　会員
　新会員をご紹介致します。「社会医療法人 寿人会 木 村 病 院 理事長」であります、木 村 
知 行（きむら　ちこう）様です。住所は鯖江市本町で、昭和36年6月9日生まれ満62歳です。
ご家族は、奥様と子どもさん２人で、長男は医療従事者です。
木村　知行　新入会員
　本日、鯖江ロータリークラブに入会させていただきました、木村知行です。よろしくお願いい

たします。医療の世界しか知らないもので、マスクを付けて行こうかどうか迷いましたが、コロナもインフルも流行ってい
ますので、付けてまいりました。常識が無いところもありますので、皆様にご迷惑をおかけするかもしれませんが、よろし
くお願いいたします。

　この年、社会的にでは国民年金法が成立、伊勢湾台風が来襲した年でもありました。そして、１９８４年６月鯖江
北クラブ設立。後に紹介します佐々木勝順氏のご尽力で実現されました。この年は、長男が生まれた年なのでこれもご
縁を感じます。世界的には１９８６年に世界のロータリアンが１００万人を突破。この年は、チェルノブイリ原発で大
事故発生、ロシアでペレストロイカスタートした年でもあります。１９９６年には世界のロータリアンは１８０人を突
破。しかしながらこの年を境に会員数は下降線をたどり、２０２３年４月現在では１２０万人を切った状況です。ピ
ーク時の２/３になってしまいました。会員減少が深刻です。
　１９８６－１９８７、この年、素晴らしいことがありました。鯖江ロータリークラブから本願寺派真宗時住職佐々木
勝順氏（奥様は閑院宮殿下のお孫さん）が地区ガバナーに輩出されました。この年も、娘が生まれた年なので印象深
いです。ここで就任時の佐々木ガバナーのお言葉を紹介いたします。『希望とは夢であります。夢の無い人生は暗いも
のと言えましょう。そのことをナッシュビルのホテルの部屋で毎晩考えました。そして、奉仕はするものではなく、させて
もらうものであることを今更ながら思い知らされました。報酬を求めるものは奉仕とは言えない。喜びを感じることが
奉仕であり、させてもらったという気持ちが奉仕であるとおもった。』と述べられております。
　そして、ガバナーとして、１９８６－１９８７の地区メイン事業として、「インドアイキャンプ事業」を行い、医師団と
地区の会員を率い、何十時間もかけ現地デリーを訪問し、そこで待つ２７６名の盲目者の開眼手術を行いました。術
後四日目にガーゼを外し、患者の目の前に立てた医師の人差し指をじっと見つめた時、皆の目からとめどなく涙があ
ふれ出た。奉仕団と患者が手を取り合って喜び合う姿光景は、「世界社会奉仕を象徴する１枚の絵のようだった。」と
書かれています。
　最後に、この歴史と伝統のある鯖江ロータリークラブに私たちが在籍させていただいていること、そしてこれからも
奉仕をさせて頂けることに、心から感謝したいと思います。

土生　仁巳　様
（はぶ　   ひとみ）

鯖江商工会議所　SCC
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酒井　雅憲　会員
増永　英彦　会員
梅田　吉臣　会員
岩尾　顕治　会員
窪田　健一　会員
大島　恒彦　会員
大橋　良史　会員
幸道　森市　会員
瀧ヶ花 秀晃　会員

にこにこＢＯＸ報告
木村知行会員入会おめでとうございます。土生様の卓話楽しみです。

本日でロータリー満２４歳になりました。今後とも宜しくお願い致します。

土生さんの卓話楽しみです。木村先生の入会うれしいです。

２４日の夜間例会へのお誘いよろしくお願いします。また勤続表彰を頂いて。

1木村知行先生の入会を喜んで。土生様の卓話に期待して。

木村先生の入会嬉しいです。先日の親睦家族旅行大変有難うございました。

木村先生のご入会をお祝いして。土生様の卓話を楽しみに。

１０月米山月間中のご寄付ありがとうございました。

誕生祝いを頂いて。卓話に期待して。

齋藤 多久馬   会員
田村　康夫　会員
清水　康弘　会員
帰山　明朗　会員
野中　敏昭　会員
野呂　和夫　会員
藤井　智正　会員
佐野　直美　会員

土生様の卓話に期待して。木村先生の入会を歓迎して

木村知行先生の入会を祝しまして。

木村先生の入会を祝して、親睦旅行楽しかったです。

木村知行先生の入会を歓迎して。土生様ありがとうございます。宜しくお願いします。

旅行楽しかったです。ご苦労様でした。早退します。

木村知行先生を歓迎して。土生様の卓話を楽しみに。

木村先生のご入会おめでとうございます。土生様のお話楽しみです。

木村先生の入会嬉しいです。土生様の卓話楽しみです。

卓話者紹介　帰山　明朗　プログラム委員長
　土生　仁巳（はぶ　ひとみ）様をご紹介いたします。
福井新聞社報道部副部長で、坂井市丸岡町出身です。
高志高、奈良女子大文学部史学科を卒業され1998
（平成10）年福井新聞社に入社されました。運動部、整
理部、文化生活部、経済部記者を経て2019年４月～

2022年３月鯖江支社
（現丹南支社）に勤務され、現在は報道部副部長として主にスポーツデスクを
担当する一方、連載「シンフクイケン」でグラフィックレコードを手がけておられ
ます。    
　本日はお忙しい中、卓話をいただくことを快くご承諾いただきました。皆さ
ん、ご清聴いただきますようよろしくお願いいたします。

テーマ：「新聞社のシゴト」
卓話者：福井新聞社報道部副部長
　　　　土生　仁巳（はぶひとみ）　様
　初めまして、「つち　せい」と書いて「はぶ」と読みま
す。珍しい名字ですので、中々呼んでいただけません。
調べてみますと、富山県南砺市や、和歌山県有田、日

高辺りにあるようです。
　2019年福井新聞鯖江支社主任として勤務し、報道部運動班デスクとして、
３年の間に鯖江の記事を千本書きました。丁度、県立丹南高校閉校式や、SDG
ｓが『めがね会館」に出来たことなど、担当させていただきました。
　色々な方から「新聞記者の取材ってどうやってやるの？」とよく聞かれます。
実は、インタビューもカメラも記事執筆も、ほとんど単独で記者がやります。
（ヤフーがニュースを書いているわけじゃありません）
　「情報はどこで得るの？」それは、自分の足で地道に探します。例えば、市役
所、警察、公民館、学校、農家、漁師、企業、SNS,飲み屋・・・等です。
　体操・小竹英雄さんの取材は、鯖江支社に来た2019年に元鯖江担当の先
輩の紹介で知り合いました。⇒そこで、本音と本音の応酬、物事の「本質」を学
び、信頼関係を築く事を学びました。いきなり「記事になることはないか？」と尋
ねても、誰も教えてくれません。まずは、『信頼関係』を作ることから始まります。
そして、「あの記者はいい記事を書いてくれる」⇒「次また来て欲しいな」⇒「こ
んな情報があるけど・・・」との連鎖で、「スクープ情報ゲット！」となるのです。
　福井新聞は120年間、地域との「信頼」を築いてきた新聞です。＝地域の皆
さんに寄り添って、信頼される記事を書き続けられてきたから、１２０年間支持
されてきました。
　◎重要な情報（スクープ）を得るにはどうしたらいいの？
＝取材相手のところへ何度も足を運び「信頼」を得ることです。
　◎情報発信の際気を付けていることは？
＝「ミスしない」：相手にとっては一生ものになる記事です。名前の打ち間違い
や思い込みによる誤りは絶対に許されません。
＝「何度も確認」：フェイクをつかまされてないか、相手の都合のいい記事を書
かされていないか、多方面から事実関係をチェックしています。

次は２月を予定しています。よろしくお願いいたします。

福井新聞社　報道部副部長

『新聞社のシゴト』土生　仁巳　様
（はぶ　  　 ひとみ）

＝「相手を尊重」：何でもかんでも書けばいいというものではありません。相手
を尊重し、守らなければいけないこともあります。
　◎スポーツ取材の現場＝試合のポイントを見逃さない、その一瞬を深堀す
ることです。＝2023年9月「フェンシング全日本選手権」では、『佐藤希望選手
決勝残り58秒で同点に追いつく』という見出しでスクープ記事と写真が撮れま
した。
　◎地域に責任を。連載「シンフクイケン」で伝えたいこと
　鯖江に何ができるの？若い子をどう育てるの？媒体離れは？＝それらを模索
しているうちに、「誰でも結論は早く見たいのでは？」と考え、新聞の最初に内容
が分かりやすくするために、「グラフィックレコード」を取り入れることとし、地域
が良い方向へ向かうよう、紙面で提言しています。誰かに言われて、リリース通
り書くのは「広報」ですが、「報道」は地域への提言です。地元に責任を持ち地域
が向かうべき方向を示すということです。

　『シン フクイケン 2024年春開業』の特集記事とし
ても、福井新聞で初めて『グラフィックレコード』を手が
けています。これは、記事の内容をイラストや図解で分かりやすく説明するため
です。『グラフィックレコード』は、絵がうまければ描けるってものではありませ
ん。「一言で言えば何？」ができるからこそ描けます。
　福井新聞社に勤務して取材をする中で、今まで大変だったことは、「2018年
冬の大雪」と、「2011年東日本大震災」と、「2004年福井豪雨」です。災害報道
は、報じる記者も被災者になってしまいます。
　また、2018年冬のオリンピック「ピョンチャンオリンピック」記事では、10面と
11面のページに、「福 井 心 一 つ ガ ン バ ロ ー」の文字を、見開き紙面上に見
つけ、字を大きくして青いひし形で囲み、特だしをして、福井新聞独自の応援メ
ッセージを作りました。
　今後とも福井新聞をご愛読いただきますようお願いいたします。

北陸新幹線は来春敦賀開業。
福井は今のままでいいのか今一度問い直す

。

卓　話 テーマ

幸道　森市　会員
瀧ヶ花 秀晃    会員
馬場　一彦　会員
藤井　智正　会員

誕　生　祝　い

大島　恒彦　会員
藤井　智正　会員

結　婚　祝　い

岩尾　顕治　会員
西尾　俊一　会員
馬場　一彦　会員

勤　続　表　彰


